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 著者は前報ユ）に，埼玉県入側郡越生町梅園地区

および埼玉県川越市福原地区における30才以上の

女子の血圧調査について報告した。それは最高血

圧および最低血圧について二一告したので，今回は

脈圧および中間血圧について報告する。

     ∬ 対象および研究方法

 対象は埼玉県入間郡越生町梅園地区および埼玉県川

越市福原地区における女子905名である。研究方法

 は前報に1）詳述したが，血圧測定は上腕動脈の聴診法

 により，椅旧位で左右両側におこなった。なお，測定

 は梅園地区では左を先に，福原地区では右を先に左右

 とも連続2回測定を実施したが，血圧値の分析には，

 そのうちの比較的安定した値をとる意昧で後から測定

 した腕の2回目の値を用いた。また，中闘血圧は懸

 田2）ならびに平尾5）にしたがって最低血圧に脈圧の3

分の1を加えたものとしてあらわした。調査の期日は

梅園地区が昭和31年5月で，福原地区は昭和32年7月

 である。

       皿 研究結果

 1） 脈圧および中間if1旺の年令別分布

 年令別にみた脈圧および中間血圧の分布を右側

について表1および表Hにしめし，図1に図示し

た。

 a）脈圧の分布について

 30～34才，40～44才ではやや正規分布に近い形

をしている。全般的にみると，30才から44才まで

は分布の山は高くなっているが，その範囲はせま

い。45才以上の高年令層になると，最頻値は漸次

高圧側に移行する傾向をしめしてわり，また最頻

値の高さが低くなって全体に高圧側に伸びた平た

い山をかたちづくるようになる。30～34才，40～

44才，45～49才，50～54才においては，いずれも

最頻値が50～59mmHgにあり，30～34才，40

～44才では両者とも36％余をしめているが，45

～49才，50～54才では低くなってそれぞれ24．3

％，27．5％となっている。35～39才では最：頻値

は40～49mmHgで31．5％をしめている。55～

59才，60～64才においては最頻値が60～69mrn

Hgで，前者では26．4％をしめているが， 後者

では低くなって19．2％となっている。65～69才で

は最：頻値が50～69mmHgで，21，1％をしめて

いる。70才以上の高年令層においては最：頻値が80

～89mmHgにあるが，18．2％となり漸次低く

なっている。

 b）中間．血圧の分布について

 30～34才，35～39才，55～59才ではやや正規

分布に近い形をしめしている。全体的にみると，

30才から44才までは分布の山は高いが，その

範囲は比較的せまくなっている。45才以上の高年

令層になると，最頻値は漸次高圧側に移行し，高

圧側に分布するものの数が多くなる傾向をしめし

ている。分布の山は45才以上になると，70才以

上をのぞくすべての年令層にわいて漸次低くなっ

てゆく傾向がみとめられる。30～34才，35～39

才，45～49才では最頻値が80～89mmHgにあ
り，前二者ではそれぞれ34．2％，41。1％と高率を

しめしているが，後者ではやや低くなって24。3％

をしめている。40～44才では最：頻値は90～99mm
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表1 年令別脈圧分布
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Hgにあり34．4％をしめている。50～54才，55～

59才，65～69才では最頻値が100～109mmHg
にあり，それぞれ23．3％，25．5％，21。2％とな

って45～49才におけると同様に比較的低率であ

る。60～64才，70才以上では最頻値が高圧側に移

行して110～119mmH9にあり，前者では最頻
値の頻度はやや低くて18． 2 ％であるが，後者で

（

）内は％

は31．1％をしめている。

  2） 脈圧および中間血圧の年令別平均値

  年令別にみた脈圧および中間．血圧の平均値を表

一1 ocしめし，図Hに図示した。

  a）脈圧の平均値について

  表皿および図IIによつて脈圧の平均値をみる

と，30～34才，35～39．才と年令の増．加するにつれ

’25
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図1 脈圧および中間血圧の分布

てそれぞれ55．5，56．4mmHgと増’加している

が，40～44才では55．4mmHgとなって35～39

才より減少している。レかし，これらの増減の程

度はきわめてわずかで，各年令間に有意の差はみ

とめられない。その後45才以上の高年令において

は全年令層にわたってそれぞれ年令が増加するに

したがって増加している。しかし，詳細に観察す

ると，40～44才の55．4mmHgと45～49才の
61．8mmH9の間および65～69才の76。4 mmH：9

と70才以上の89．7mmHgとの間にはそれぞれ

有意の差がみとめられ， また50～54才の65．0

mmHgと55～59才の69．6 rnmH：9との間｝こも

ほぼ有意の差（平均値の差が標準誤差の1．89倍）

がみとめられる。けれども，45～49才と50～54

才，55～59才と60～64才および60～64オと65

～69才間には有意差がみとめられない。これによ

ると，脈圧の平均値は44才までは，わずかの増減

があるのみで年令毎の上昇はみとめられないが，

45才以上は70才以上にいたるまで年令とともに平

均値も上昇している。しかし，必ずしもすべて有

意の差はみとめられない。

 b）中聞血圧の平均値について

一 726 一
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表皿 脈圧および中間血圧の年令別平均値
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mmHgとなり，65～69才の105．7mmHgとの
問に有意の差がみとめられる。けれども，60～64

才の110。4mmH：9から70才以上の114． O mm

Hgへの上昇には有意の差はみとめられない。こ

れによると，中間血圧の平均値は30才代におい

ては上昇の速度がゆるやかであるが，40才以後に

なると速度を増してほぼ直線状に上昇し，65～69

才ではかえって下降をしめし，70才以上で．1；、たた

び上昇している。しかし，全体的にみて64才ま

での上昇の速度にくらべると，65才以後における

上昇の速度はゆるやかになる傾向のあることが観

察された。

       IV 考   察

 最近，額田4）や平尾5）は血圧の調査に関して

はその分布型や動揺性を老慮にいれるべきで，そ

のためには最高血圧ばかりでなく最低血圧も重要

視する必要があるといってわり，方法として中聞

JlilEを用いている。本調査も前述の如く両氏の方

法にしたがって中間血圧を算出した。 図HIに最：

高血圧，最低血圧，脈圧および中間一血圧の平均値

について本調査と平尾の成績を図示した。本調査

の最高血圧，最：低血圧は著者が第悪報1）に報告し

たものである。平尾の報告は昭和28年10月から

29年9月にいたる一年間に第一一一生命保険相互会社

の社医による診査をうけた申込の女子5，805例に
。

  30  3F  牛σ  午∫  5－o  fS  6e  65「  70  75’ i

     年    fi

図H 脈圧および中間血圧の年令別平均値

 表皿および図Hによって中聞血圧の平均値を

みると，30才以上64才までは年令が増加するに

したがって漸次上昇している。しかし，詳細に観

察すると，35～39才の90．6mmHgと40～44才

の95．6mmHgとの間および45～49才の99．8

mmH9と50～54才の105．1mmHgとの間にお
いてはそれぞれ有意の差がみとめられ，また，40

～44才の95．6mmH：9と45～49才の99．8mm

Hgとの間にもほぼ有意の差（平均値の差が標準

誤差の1．85倍）がみとめられる。しかし，30才

から64才までのその他の各年令間の平均値には

有意の差はみとめられない。65～69才にわいては

平均値が105．7mmHgで，60～64才の110．4

mmHgより低くなっているが，両者の聞に有意

の差はみとめられない（平均値の差が標準誤差の
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ついて集計したものであるから，大体日本人女子

の傾向を代表しているものと老えられるかとおも

う。ただし，65才以上についての成績は発表して

いない。

 図によって本調査と平尾の成績を比較すると，

中間血圧も脈圧もともに全年令層にわたり，本調

査が高い。最高血圧においても本調査が高く，と

くに45才以上ははるかに高くなっている。しか

し，最低lin．EEでは本調査より平尾の成績が高い。

平尾3）がのべているごとく，脈圧の％を最低血圧

に加えることは，結果からみて最高血圧1に対し

て最：低』1旺2の割合で’加算して平均したものにほ

かならず，つまり最低血圧を2倍重要視している

のであるから，たとえ最高血圧，最低血圧がどの

ように上下に動揺しようとも，その比率に変動を

生じない以上は中間血圧に動揺はきたさない。し

かし，その比率をやぶって最高血圧が上昇しすぎ

たときは中間血圧も上昇し，最低血圧が低下しす

ぎた場合は中間血圧も下降する。本調査では，最

低血圧では本調査より平尾の成績が高いのである

から，両者の最：高血圧の値があまりかわらないと

すれば，中闇血圧は当然本調査より平尾の成績が

高くなってもいいようにおもわれる。しかし，本

調査の最高血圧がはるかに平尾の成績を上廻って

いるので，最高血圧，最低血圧の比率に変動をき

たした結果，上述の如く本調査の成績が高くなつ

アここととおもわれる。

 本調査の最高血圧，最低血圧，脈圧ならびに中

間血圧について，特に65才以後について観察する

皇凝議需麟瓢麓麟

は上昇がとまり，かえづて下降する。したがって

脈圧は大となるが，申聞血圧は上昇の速度が緩慢

である。額田4）は老年層では大動脈の硬化，それ

にともなう弾力性の減弱により最低血圧がしばし

ば低下するので，最高血圧，最：低血圧，脈圧の比

が変化し，老年層においては最高血圧が高いにも

かかわらず，中間血圧が低く算出される欠点があ

るとのべているが，本調査の結果も大体それに一

致するのではないかとおもわれる。

 最高血圧，最低血圧および脈圧の比は約3：2

 ：1の割合であるといわれているが5），著者は本

調査における三者の比がいかなる割合にあるかを

みるために，吉田6）の報告を参考にして前回1）に

癸表した年令別最高血圧値および最低血圧値を用

いて算出した。その結果，最：高血圧：最低一血圧：

脈圧の比は表IVのごとくなった。それによると

脈圧を1とした場合に最高一血圧は1．9～2．4の割

合であり，したがって最低血圧は0．9～1．4の割合

となっている。吉田が埼玉県農村の小学校児童の

脈圧について研究した際にもほぼ同じような成績

がでており，最高血圧：最低血圧：脈圧の比が大

体3：2：1であるというのは成人の血圧値にお

ける丁合であって，小児一血圧の場合は3：2：1

よりも2：1：1に近づいていくのではないかと

のべてい『る。しかし，本調査では二二女子につい

ておこなったのであるが，同様2：1：1に近い。

このことについてはなお数多くの研究にまたなけ

ればならないが，吉田や本調査の成績にあらわれ

ている範囲では，成人女子の場合も小児血圧と同

じような傾向があるといいうるのではなかろう

ｩ。

表IV 最高血圧，最低」血圧および脈圧の比

年  令  別

30 rv 34

35 tv 39

40 t－x 44

45 t－v 49

50 tv 54

55 ・v 59

60 N 64

65 rv 69

70 ．v

 計

才

例 数

76

73

151

136

120

102

99

71

77

905

最：高血圧

   mmHg
125．0 土 1．7

124．5 ± 2．1

130．4 士 1．6

139．6 ± 2．6

144．5 土 2．4

152．2 士 2．8

159．9 ± 3．6

154。4士3．8

171，0 土 2．8

最：低血圧 脈 圧
最高血圧：最低血圧：
脈圧

   mmHg
72．1 土 1．7

71．2土1．4

77．4土1．2

78．9土1．4

83．3 ± 1．4

84．8士1．5

87．6士1．7

83．0士2．4

83．3土1．8’

   mmHg
55．5 ± 1．4

56．4 ± 1．7

55．4 ± 1．0

61．8士1．8
65．0 ＝ヒ 1．6

69．6 ± 1．8

73．5 土 2．7

76．4 士 2．9

89．7 士 2，7

2．3：1．3：1

2．2：1．2：1

2．4：1．4：1

2．3：1．3：1

2．2：1．2：1

2．2：1．2：1

2．2：1．2：1

2．0：1．0：1

1．9：0．9：1

一 728 一
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        V 総   括

 埼玉県入間郡越生町梅園地区わよび埼玉県川越

市福原地区における女子905名について血圧調査

をおこない，その最高血圧および最低血圧につい

てさきに報告したが，今回は脈圧および中間血圧

について分析をおこなった。その結果を総括する

と，つぎのごとくである。

1）脈圧および中間血圧の年令別分布

 a）脈圧の分布について

 30～34オ，40～44才ではやや正規分布に近い形

をしめしている。全般的にみると，高年単層にな

るにしたがって，最頻値が漸次高圧側に移行し，

高さが低くなって高圧側にのびた平たい山をかた

ちづくっている。30～34才，40～54才間では，い

ずれも：最頻値が50～59mmH9にあり，30～34

才，40～44才では36％余をしめ，45～49才，50

～54才ではそれぞれ20％代となっている。55～

64才間では最：頻値が60～69m皿H：9で，70才以

上になると80～89mmH9にあり，18．2％と低

くなっている。

 b）中間血圧の分布について

 30～39才闇，55～59才ではやや正規分布にち

かい形をしめす。全体に，高年三層になるにつれ

て，最頻値は漸次高圧側に移行し，高きが低くな

る傾向がみとめられる。30～39才問，45～49才

では最頻値が80～89mmH：gで，前者ではそれぞ

れ34．2％，41． 1％と高率をしめすが，後者は24，3

％をしめている。40～44才では最頻値が90～99

mmHgで34．4％をしめている。50～59才，65

～69才では最頻値は100～109mrnHgにあり，

いずれも20％代をしめている。60～64才，70才

以上では最頻値が110～1191mmH9にあり，前者

は低くて18％余であるが，後者は31％余をしめ

ている。

2）脈圧および中間血圧の年令別平均値

 a）脈圧の平均値について

 脈圧の平均値についてみると，44才までは，わ

ずかの増減があるのみで各年令間に有意差はなく

年令毎の上昇もみとめられない。45才以上になる

と年令が増加するにしたがって平均値も上昇して

いる。しかし，詳細に観察すると，40～44才と45

～49才，50～54才と55～59才および65～69才

と70才以上の間においては有意の差がみとめら

れる。けれども，45～49才と50～54才，55～59

才と60～64才および60～64才と65～69才間に

は有意差がみとめられない。

 b）中間血圧の平均値について

 中間血圧の平均値は30才以上64才までは年令

が増加するにつれて漸次上昇しているが，65～69

才ではやや下降し，70才以上でふたたびやや上昇

している。しかし，詳細に観察すると，35～39才

と40～44才，40～44才と45～49才，45～49才

と50～54才および65～69才と70才以上の間に

は，有意差がみとめられるが，その他の各年令間

には有意差がない。これによると30才代では上

昇の速度がゆるやかであるが，40才以後になると

速度を増してほぼ直線状に上昇し，65～69才では

かえって下降をしめすが，70才以上でふたたび上

昇している。けれども，64才までの上昇速度に比

して，65才以後は全般に速度がゆるやかになる傾

向がある。

3）以上にのべ江結果より，65才以下の最高血

圧，最低血圧，脈圧および中RfiII［3油圧について平尾

の報告とくらべると，最：高血圧，中uatin圧，脈圧

は本調査が高く，最低血圧は平尾が高い。本調査

のみについて，65才以上を観察すると，最高血圧

は69才まで下降をしめすが，その後上昇する。

最低血圧はかえって低下をしめす。したがって脈

圧は依然上昇するが，手彫血圧は上昇速無が緩慢

となる。

4）脈圧を1としたとき，最高血圧：最低血圧：

脈圧の比が普通いわれている3：2：1よりも，

むしろ2：1：1に近い値をしめしたが，これは

吉田が小児血圧について報告した2：1：1にほ

ぼ似た値であって，成入女子の聞合も小児と同じ

ような傾向があるのではないかと老えられる。

おわりに，吉岡博人教授ならびに諸岡妙子助教授の

ご指導とご校閲を深く感謝いたします。
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